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Ⅰ．はじめに
　大月市は、日本のほぼ中心に位置する山梨県の東
部郡内地域の要衝として発展してきた、自然豊かな
市である。平成 23 年度４月現在の人口は２万８千
326 人で、緑豊かな山々に囲まれ、山間の平地に住
宅が密集する自然環境に恵まれた地域でもある。地
元産業は少なく、東京方面へ通勤する者も多い。老
人人口は、29.2％（Ｈ 22）、幼年人口が 10.3％（Ｈ
22）で、少子高齢化は加速的に進んでおり、学校の
統廃合も進み、現在小学校８校、中学校は４校で数
年後には、小学校５校、中学校２校に統廃合される
こととなっている。また、市内にある県立高等学校
は普通科高校が１校、市立高校（普通科・商業科）
も１校であったが、市立高校は本年度から生徒の募
集が停止となった。大月市と同じような規模で、同
じような状況を抱えた自治体は日本全国に数多く存
在するものと思われるが、今日のような不景気な世
の中から日本が元気になるためには、このような小
さな自治体の一つ一つが活性化され、元気であるこ
とが必要ではないかと思われる。その土台となる重

要なことの一つは、次世代を担う子ども達の健やか
な成長ではなかろうか。地域の産業の振興や町興し
はもちろんのこと、地域の子ども達の有り様にも関
心を持って、彼らの健やかな成長のための望ましい
地域づくりが、地域の大人達に今、求められている
ことではなかろうか。これからの日本を担う子ども
達の健やかな成長を願うことは、万民の共通とする
ところである筈である。近年の少子化傾向が進む中
で、子ども達の体力・運動能力の二極化が叫ばれて
久しいが、二極化と言えば、スポーツ愛好の少年達
の中にある、特定のスポーツはできるがその他のス
ポーツができないと言うもうひとつの二極化も見逃
すことはできない。そして、子ども達の調和的な発
育・発達を促すためには、単一のスポーツ種目だけ
でなく複数種目が体験できる複合型スポーツクラブ
が望ましいということが、近年になって特に言われ
るようになってきた 1）。欧米諸国では既に、複数種
目が体験できなければスポーツクラブとして認め
られないという状況になって来ている中、日本で
は未だに複合型として実施されているクラブは数
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少ない。日本スポーツ少年団（Japan Junior Sports 
Club Association ）は、本来、単一スポーツ種目の
単位団から始まり発展してきたが、これからは、単
一種目だけでなく複数種目が体験できる複合型ス
ポーツクラブへと転換して行くことが望ましいと考
えられる。

Ⅱ．研究目的
　本研究の目的は大月市のスポーツ少年団の実態を
明らかにし、同時に大月アスリートクラブのジュニ
アコース（小学校２・３年生対象）の平成 23 年度
及び過去３年間の活動を振り返り、複合型スポーツ
クラブのあり方についての検討を行い、小学校低学
年児童を対象にした複合型スポーツクラブのあり方
についての提言を行うことである。

渡邊保志　山地渉　澤辺直人　斉藤太郎　植屋清見

Ⅲ．研究方法
１．調査対象
１）	大月市内のスポーツ少年団
２）	大月アスリートクラブジュニアコースに所属す

る児童と過去３年間に所属していた児童及びそ
の保護者

２．調査期日
　平成 23 年５月～平成 24 年１月
３．調査方法
１）	大月市内のスポーツ少年団の指導者へのアン

ケート調査
２）	児童及び保護者への質問紙法によるアンケート

調査
３）	小学校教師への質問紙法によるアンケート調査

表１　大月市スポーツ少年団所属団員数と指導者数



67

Ⅳ．結果と考察
１．大月市スポーツ少年団の実態
１）団員数及び指導者
　表１は大月市内の 30 団のスポーツ少年団のうち、
アンケート調査に協力をもらった 22 のスポーツ少
年団の年齢別団員数と常時指導に携わる指導者数を
示したものである。団員数が少なく、活動の実施が
危機的状況で行われているスポーツ少年団も目立
つ。また、指導者は 40 歳・50 歳代が多く、20 歳・
30 歳代の指導者が少ない状況であった。

２）活動状況及び団費
　表２は各スポーツ少年団の日常的な練習や練習試
合・公式大会の回数と団費及びその他の保護者負担
に関わる経費をまとめたものである。通常練習は週
３回程度が多く、練習試合や公式戦は年間平均で
20 回～ 30 回で、２週間に一回程度の頻度であった。
また、団費は１ヶ月平均で 3,000 円程度が最も多く、
それ以外に「合宿」や「遠征試合に関わる交通費等
の実費」や「ユニフォーム代」なども、個人持ちと

しているスポーツ少年団も多く見られた。

３）主たる活動以外の活動
　表３はそれぞれのスポーツ少年団が主として実施
しているスポーツ種目以外に、どのような活動を実
施しているかを示したものである。
　バーベキューやクリスマス会などのお楽しみ会など
が多く、年一回の「スキー」や「登山」、「自然ふれあ
い体験」などもあるが、これらの活動を持って複合
型として実施しているとは言えない状況である。

４）活動目的
　図１は、各スポーツ少年団の代表者に、それぞれ
の団の活動目的の複数回答と自由記述での意見をま
とめたもので、「子どもたちの健全育成」、「子ども
たちの人間性の育成」、「子どもたちの体力・精神力
の養成」を活動目的と考えて活動している団が多く、
各スポーツ少年団の指導者が子どもの健全育成を中
心にした活動が行われている状況が伺えた。

小学校低学年児童を対象にした複合型スポーツクラブのあり方について ～山梨県大月市の事例を通して～

表２　活動状況と団費
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表３．主たる活動以外の活動

図１．各スポーツ少年団の活動目的
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５）	スポーツ少年団の抱える課題と複合型スポーツ
クラブに対する考え

　表４は、各スポーツ少年団の抱える課題と複合型
スポーツクラブについてどう思うかを各団の代表者
に問うた結果である。
　「練習時間」、「練習場所」、「指導者」を抱える課
題とするスポーツ少年団も見受けられたが、ほとん
ど全てのスポーツ少年団で、「少子化による団員不
足」、「団員の確保」、「団員減少による活動の縮小」
が上げられている。それぞれの地域で子どもの数が
減って来て、単位団として成り立たない状況が増え
てきている現状であった。このままでは、団員数の
減少で消滅して行くスポーツ少年団も増えて行くの
ではないかということも危惧される。更には、指導
者としても、これまで積み重ねてきた豊富な指導経
験や指導実績が消滅せざるを得ないのではと悲観的
に考えられるような結果を示すものであった。
　一方で、複合型スポーツクラブについては、「実
施の主体」や「環境条件」などの問題はあるものの、
ほとんどの代表者が肯定的であった。すなわち、大
月アスリートクラブのような小学校低学年児童を対
象とした複数種目のスポーツが体験できるスポーツ

クラブの組織があっても良いのではとする状況が確
認された。これは、スポーツ少年団の指導者は、子
どもたちの心身の発達について少なからず理解して
おり、複合型スポーツクラブの意義については十分
理解しているからだと思われる。更に、その必要性
を感じ、実際に実施するための方法論等について検
討するために、後述の大月アスリートクラブのジュ
ニアコースを一つの例として見てみることが必要と
思われる。そして、その実施のための指導者同士の
連携、施設や運営面での行政への働きかけといった
ものが早急に望まれる。

６）	スポーツ少年団代表者のスポーツの効果に対す
る意識

　表５および図２は、各スポーツ少年団の代表者を
対象に石井氏２）によるスポーツの効果をどのよう
に認識しているかについての結果である。【意志性】
とは「スポーツを行うと、努力する人間になる」、【情
緒性】とは「スポーツをすると、思いやりのある人
間になる」、【社会性】とは「スポーツをすると、協
力できるようになる」、【身体性】とは「スポーツを
すると、体力が向上する」、【阻害性】とは「スポー

小学校低学年児童を対象にした複合型スポーツクラブのあり方について ～山梨県大月市の事例を通して～

表４　スポーツ少年団の抱える課題と複合型に対する考え
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ツをすることは、無駄である」などの質問からなる
項目である。各項目の７項目に対して「とてもそう
思う：５点～全くそう思わない：１点」の５段階評
定法の、35 点満点での解答結果である。体育教師
については筆者３）が平成 15 年度に大月市及び北都
留地区の小・中・高等学校の各学校段階の教師及び
保健体育の教師に対して、同じ調査用紙を用いて
行った結果である。両者の比較では【意志性】と【身
体性】で、スポーツ少年団の指導者の方が体育教師
よりも有意に得点が高く、【阻害性】得点でも、教
師及び保健体育の教師をやや上回っていた。スポー
ツ少年団の指導者はスポーツの効果をより肯定的に
とらえていることが明白にされた。

２．大月アスリートクラブジュニアコースについて
１）活動プログラム
　表６は大月アスリートクラブジュニアコースの
年間活動プログラムである。５月から２月までの
10 ヶ月間、毎週１回、２時間程度、「陸上運動・陸
上競技」「ミニバスケットボール」「フットサル」「水
泳・アクアテイック」「トランポリン」「ダブルタッ
チ」「空手」といったスポーツ種目を実施している。
　表７は、ジュニアコースの指導者と活動場所を示
したものであるが、その指導は大月市内のスポーツ
少年団指導者、中学校・高等学校の教員、クラブ員
の保護者や県内の大学でサークルとして活動してい
る学生及びそれぞれの種目での援助者などによって
行われている。活動場所は大月市内の、その他のス
ポーツ団体の使用と重なる状況が多々あり、必ずし
も恵まれた活動ではなく、今後改善が望まれる状況
にあるものの、市内の様々な場所で活動を展開する
ことにより、多くの市民の目に触れ、子どもたちの
健全育成に資する活動であることを広く知らしめる
ことにつながっていたものと思われる。また、指導
者に高校生や大学生が含まれることは、各世代間を
つなぐ地域作りの柱となり得るものと考えられる。

２）活動状況
　写真１～写真７は、それぞれの種目の活動状況を
示したものである。ジュニアコース開設当初は保護
者の意識も保育園に子どもを預けるような感覚も見
られたが、現在では多種目を経験できることの意義
を深く感じている保護者が増えてきているように
思われる。ジュニアコースは開設当初より「25 名」
限定で、ほぼ満杯に近い状況ではあったが、中途加
入の希望者も、状況に応じて受け入れることもあっ
た。ジュニアコース終了後のスポーツ活動について

図２　�スポーツ少年団代表者と体育教師のスポーツの
効果に対する認識

表５　�スポーツ少年団代表者と体育教師のスポーツの
効果に対する認識

（上段：平均得点、下段：標準偏差を表す）

**:p<0.01　*:p<0.05

表６　活動プログラム
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は、あくまでも本人がやりたいスポーツ種目をやれ
ばよいというスタンスであった。

（１）陸上運動・陸上競技（写真１）
　陸上運動・陸上競技は地元の富浜中学校の校庭で
行われている（雨天時は隣接する総合市民体育館
で）。ミニハードルやラダーを使っての動きづくり
や、各種スキップ類、短距離走や長距離走を通して
の走り方などの練習で、指導は大月アスリートクラ
ブの指導者が行っている。

（２）水泳・アクアテイックスポーツ（写真２）
　水泳は山梨県立都留高等学校のプールで行われて
いる。高等学校の水泳部の顧問と水泳部の部員が指
導に当たっている。また、アクアテイック（フィン
やシュノーケリング）については、外部コーチに依
頼し、指導してもらっている。子ども達は毎回、楽
しそうに水泳やフィン、シュノーケリングに取り組
んでいた。この活動から、毎週火曜日に、大月アス
リートクラブの水泳部も始まり、記録会の開催や水
泳大会への参加まで発展している。

（３）フットサル（写真３）
　フットサルは、大月東中学校体育館にて行なわれ
ている。地元のサッカースポーツ少年団の指導者と
若いコーチが指導に当たってくれているが、同じ曜日
に体育館をママさんバレーボールのチームが使用し
ている関係で体育館の半面を使っての活動である。

（４）ミニバスケットボール（写真４）
　ミニバスケットボールは、市民総合体育館で行わ
れている。地元のミニバスケットボールスポーツ少
年団の指導者が若いコーチと共に指導に当たってい
る。基本技能の練習はもちろん、トラベリングやダ
ブルドリブルなどの細かいルールには拘らず、楽し
くゲームを行うことを第一義的に行っている。

（５）トランポリン（写真５）
　トランポリン及びミニトランポリンは、市民総合
体育館で行っている。大月アスリートクラブのス
タッフが指導に当たっている。子ども達の上達には
目を見張るものがあり、トランポリンから全身のバ
ランス能力が養われる様子が伺われる。スタッフの
中にはトランポリンの指導のために公的な指導者資
格を取得した熱心な指導者もいる。

（６）ダブルダッチ（写真６）
　ダブルダッチは、大月東中学校体育館で実施して
いる。サークルで活躍している大学生のグループが
指導にあたったてくれている。

（７）空手（写真７）
　空手は、市民総合体育館もしくは富浜中学校体育
館にて実施されている。隣接の市の空手道場のコー
チが指導に当たってくれている。空手の基礎基本の
指導が指導の中心である。

表７．指導者と活動場所
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写真１　陸上運動・陸上競技の活動風景

写真２　水泳・フィン・シュノーケルの活動風景

写真３　フットサルの活動風景
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写真４　ミニバスケットボールの活動風景

写真５　トランポリンの活動風景

写真６　ダブルダッチの活動風景

小学校低学年児童を対象にした複合型スポーツクラブのあり方について ～山梨県大月市の事例を通して～
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表８　子どもたちの感想（下線付き文章は保護者の代筆）

＜陸上＞
・楽しかった（２）。　・ハードルが楽しかった（３）。　・走るのが少し疲れた。
・ちょっと難しかった。足が速くなるように教えて欲しい。　・もっとやりたい（２）
・ストレッチを含めた内容でけがの無いように練習したい。
・走り込みや細かい動きの運動があり、楽しかった。ボールを投げてみたい。
・暑いとき疲れて大変だった。　・今までよりもうまく走れるようになった。
・きつかったことはありません。　・走るのが速くなった（３）。
・早く走れるコツを教えてもらいうれしい。　・走り方を教えてもらい速くなった。
＜水泳＞
・クロールができて良かった。とても楽しかった（２）。　・またしたい。
・コーチの協力が良かった（２）。　・記録証がもらえてうれしかった。
・タイムを計るのがきつかったけど２５ｍ泳げてうれしかった（３）。
・速く泳げるようになってうれしい（２）。　・泳ぐのが楽しかった（４）。
・平泳ぎを教えて欲しい　・得意ではなかったが、うまく泳げるようになった。
・大きなプールで怖かったが、コーチがわかりやすく教えてくれた。
・プールが深くても２５ｍ泳げてうれしかったそうです。
・コーチたちが高度な泳ぎを教えてくれたので泳げるようになり、好きになった。
・小学校のプールより深く、潜るのがおもしろかった。　・タイムを計れて良かった。
・最後に頭をなでてくれたことが親としてうれしかった。
＜ミニバスケットボール＞
・楽しかった（４）。　・試合で点を決められたのがうれしかった（２）。
・試合が楽しかった（４）。　・できなかったけど、うまくできるようになった。
・パス、ドリブル、シュートなどもっと時間をかけて練習したい（３）。
・もっと試合がしたい（２）。　・ルールがわかるようになって楽しいです。
・シュートをするのがきつかった。　・ころんだりしたけど頑張った。
・ミニバスの子たちが多く、もっと AC の子たちだけでやりたい。
・ドリブルが「早いね」とお友達から言われたことがうれしかった。
・家にボールを持ち帰ってよく練習をしていました。
＜その他＞
・ハードルを早くやりたい。・ベースボールをやりたい。
・毎回新しいことを教わってきて、楽しそうに話をしてくれます。
・細かな指導をありがとうございます。・バドミントンをやってみたいと思いました。
・４年生になっても陸上と水泳を両方やりたいです。

写真７　空手の活動風景
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３）プログラムに対する子どもたちの感想（2011 年）
　表８は、今年度、既に体験したプログラムに対し
ての子ども達の感想をまとめたものである。下線の
あるものは保護者が代理で記してくれたものもある
が、ほとんどが子ども自身の生の声である。いずれ
のプログラムに対しても、満足しているだけでなく、
更にもっと上手になりたいとか、速く走りたいなど
の意欲的な内容が数多く見られた。
　このような感想をその都度、子ども達に記しても
らうことは、筆者等が提供しているプログラムが本
当にクラブ員の喜びやニーズにあったものかどうか
の検討や今後のプログラムの内容の改善等の面で有
効な手だてともなる。

４）体力の推移
　ジュニアコースを体験した児童の活動の成果がそ
の後の彼らの体力の向上に影響を与えているか否か
の検討のために、ジュニアコース終了後に文部科学
省の新体力テストの結果を分析してみた。図３は、
現５、６年生男女の 20 ｍシャトルランの結果を、
それぞれの年度の全国平均値、山梨県の平均値と比
較したものである。２、３年生時にコースを体験し、

その後何らかのスポーツ種目を継続的に実施してい
ることと関連していると思われるが、現５年生男女
では 20 ｍシャトルランの記録は顕著に向上してい
る。その他の測定項目でも多少の個人差は見られる
ものの、全般的にはほぼ全国平均値、山梨県の平均
値と同様の発達傾向が得られている。

５）ジュニアコース終了後のスポーツ活動
　表９は、小学校２、３年生で、ジュニアコースを体
験した児童がその後どのようなスポーツ活動を行って
いる（性、学年、ジュニア所属年度、実施しているス
ポーツ活動３つまで）かを過去３年間についてまとめ
たものである。アンケート調査の回答数は 28 名の児
童であった。表中の種目の後の数字は、１週間当た
りの活動日数で、網掛けは、ジュニアコースに所属し
ていた時期である。２名を除くほとんど全ての児童が、
ジュニアコースを終了した後も何らかのスポーツ活動
を行っている状況であった。小学校低学年の時期に
複数種目を体験することがその後のスポーツ活動へ
の関わりを促しているものと考えられる。

６）現ジュニア児童の運動有能感

図３　ジュニアコース OB の体力の推移（２０ｍシャトルラン）
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図４　ジュニア児童（現２，３年生）の運動有能感

表 10　ジュニア児童のスポーツの効果に関する認識
（上段：平均得点、下段：標準偏差を表す）

**:p<0.01 

図５　ジュニア児童のスポーツの効果に関する認識

　図４は岡澤氏ら４）によって作成された「小学校低学
年用運動有能感尺度」３因子９項目（各項目１～５点
の５段階法 15 点満点）を使用して、４月末（事前）
と８月末（なか）の結果をグラフ化したものである。【身
体的有能さ】とは、「自分の運動能力が優れていると
いう意識を示す」項目で構成され、【統制感】とは、

「自己の努力や練習によってできるようになるという意
識」、【受容感】とは、「仲間や先生から受け入れられ
ているという意識」で構成されている。そして、それ
らを合計したものが、「運動有能感」得点である。調
査の回答者は 13 名の児童であったが、先行研究４）と
比較して、本研究の対象の子どもたちは【統制感】得
点が最も高く、【身体的有能さ】得点が【受容感】得
点を上回る結果を示した。つまり、自己の運動能力、
運動技能に対する肯定的認知が比較的高いことを示

す結果であった。いずれの因子においても、平均得
点において「なか」が「事前」の値を下回ったが統計
的な有意差は見られなかった。前半のプログラムによっ
て、子どもたちの運動有能感が高まったとは言えない
結果であったが、一年間を終了した時点で「事後」調
査を実施する予定であるが、そこでの結果もあわせた
分析を行い、その結果を次年度プログラムの内容に反
映させて行く必要性も生じてくる可能性も考えられる。

表９　ジュニアコース体験後のスポーツ活動
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７）	現ジュニアコース児童のスポーツの効果に関す
る認識

　表 10 は石井氏ら２）によって作成されたスポーツ
の効果に関する認識についての調査を、小学校教諭
に依頼して、「小学校２，３年生」でも理解できるよ
うな文章に修正してもらったものを使用して「事前」

（４月末）と「なか」（８月末）で調査した結果であ
り、それをグラフ化したものが図５である。
　全ての因子で平均得点の低下傾向が見られたが、

「事前」と「なか」との間で、有意に得点が低下し
たのは、【情緒性】のみであっ た。有意差は見られ
なかったものの、【阻害性】得点が低下した傾向は
望ましいことである。一方、【情緒性】得点が有意
に低下したことと、運動有能感における【身体的有
能さ】得点が比較的高いことをあわせて考えると、
運動ができることを得意がり、自己中心的行動が現
れ、友達への思いやりに欠けた活動状況になってし
まっているのではということが懸念される。スポー
ツクラブを運営する立場の人間や指導者はこのよう
な事実を真摯に受け止め、常に指導のあり方や子こ
どもたちの心も育てているという自覚を忘れずに、
活動を展開しなければならないと考えられる。

【情緒性】得点が有意に低下したことの原因は何なの
か、あるいは、小学校２、３年生の段階で、どこまで【情
緒性】を求めるべきなのかなどについては指導者間
の共通認識のもとでの活動内容の検討やスタッフ会議
等で話題にして行かなければならない課題でもある。

８）保護者のスポーツの効果に関する認識
　表 11 及び図６は、ジュニア児童及びジュニア
OB 児童の保護者に対して、スポーツの効果につい
ての認識の結果である。【情緒性】と【身体性】の
項目で、現ジュニアの保護者の方が有意に得点が高
い結果であった。同時に行った児童への調査でも同
様の結果であったが、これは保護者がスポーツクラ
ブに何を求めているのかという事を示していると同
時に、保護者の意識や理解、考え方が子どもに影響
を与えているのではとも考えられるが断定するには
もう少しのデーターの蓄積が必要であろう。

Ⅴ．まとめ
１.	小学校低学年児童に複数のスポーツ種目を提供

することは、体力や運動能力を適切に発達させる
だけでなく、児童のスポーツへの関心を高め、そ
の後のスポーツ活動への肯定的な関わりを促す。

２.	少子化が進む中、小学校低学年児童に複数種目
のスポーツを経験させることは、今後ますます
その重要性が高まり、普及されるべきである。

３.	そのためには、地域のスポーツ少年団の指導者
や行政側に、その理解を促す働きかけがなされ、
より望ましい形で、小学生低学年児童に複数
種目のスポーツが体験できる環境や指導体制を
作っていくことが求められる。

Ⅵ．今後の課題
　今後の課題として以下のようなことが上げられた。
１.	適切な活動時間のための他クラブとの交流活動

と休日の活動の展開。
２.	学校施設を活動場所として安定的に確保するた

めに学校現場や行政への働きかけ。
３.	運営費の拡充。
４.	異年齢層の会員の受け入れのための各種プログ

ラムの準備とその指導者の確保。
５.	活動の実態の良さを行政に伝え、その支援を得

るための行政との連携を深める。
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